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労
働
時
間
や
働
き
方
と
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
の
推
進
に
つ
い
て
何
が
課
題
な
の

か
。
最
近
発
表
さ
れ
た
東
京
大
学
社
会
科
学

研
究
所
と
連
合
総
研
の
報
告
書
か
ら
そ
の
課

題
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
紹
介
す
る
。

労
働
時
間
の
実
態
と
希
望
に
か
い
離

東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
（
所
長
・
末

廣
昭
）
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
推

進
・
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
四
月
一
七
日

に
「
働
き
方
と
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
に
関
す
る
調
査
」
の
結
果
を
発
表
し
た
。

今
回
発
表
し
た
調
査
は
、
Ｗ
Ｌ
Ｂ
の
実
現
が

課
題
と
な
る
こ
と
が
多
い
と
想
定
さ
れ
る
首

都
圏
に
居
住
す
る
若
手
・
中
堅
の
正
社
員
・

正
職
員
を
対
象
に
実
施
し
た
も
の
。
具
体
的

に
は
、
①
首
都
圏
（
東
京
都
、
神
奈
川
県
、

千
葉
県
、
埼
玉
県
の
一
都
三
県
）
に
居
住
し
、

②
従
業
員
規
模
五
〇
人
以
上
の
民
間
企
業
の

正
社
員
・
正
職
員
で
、
③
二
五
歳
か
ら
四
四

歳
の
男
女
二
八
〇
〇
人
を
対
象
に
、
性
別
・

配
偶
関
係
別
に
分
析
し
た
。

労
働
時
間
に
関
す
る
調
査
項
目
か
ら
は
、

「
所
定
外
労
働
」
の
実
際
と
希
望
の
あ
い
だ

に
乖
離
が
あ
る
こ
と
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。

実
際
の
所
定
外
労
働
時
間
が
希
望
す
る
所
定

外
労
働
時
間
と
一
致
す
る
の
は
男
性
三
一
・

〇
％
、
女
性
四
四
・
〇
％
に
過
ぎ
な
い
。
他

方
、「
始
・
終
業
時
間
が
一
定
し
て
い
る
通
常

勤
務
」
す
る
も
の
や
「
事
務
職
」
で
は
、
両

者
が
一
致
す
る
も
の
が
相
対
的
に
多
く
な
っ

て
い
る
。
実
際
の
所
定
外
労
働
時
間
が
希
望

す
る
所
定
外
労
働
時
間
を
上
回
る
（
過
剰
就

労
）
傾
向
が
あ
る
者
は
、「
裁
量
労
働
制
適
用

者
」
や
「
管
理
職
」
で
多
い
。
実
際
の
所
定

外
労
働
時
間
が
希
望
す
る
所
定
外
労
働
時
間

を
下
回
る
（
不
完
全
就
労
）
傾
向
が
あ
る
者

は
、「
サ
ー
ビ
ス
職
」「
生
産
現
場
職
・
技
能

職
」「
交
替
勤
務
・
変
則
勤
務
適
用
者
」
で
多

く
な
る
。

「
過
剰
就
労
」
に
な
り
や
す
い
職
場
の
特

徴
と
し
て
、
①
業
務
多
忙
性
（「
仕
事
上
の

責
任
・
権
限
が
重
い
」「
達
成
す
べ
き
ノ
ル
マ
、

目
標
の
水
準
が
高
い
」「
突
発
な
業
務
が
生
じ

る
こ
と
が
頻
繁
に
あ
る
」「
仕
事
の
締
め
切
り

や
納
期
に
ゆ
と
り
が
な
い
」
の
四
項
目
か
ら

構
成
さ
れ
る
特
性
）、
②
長
時
間
勤
務
の
風

土
（「
職
場
の
人
数
に
比
べ
て
仕
事
の
量
が

多
い
」「
仕
事
が
終
わ
っ
て
も
周
り
の
人
が

残
っ
て
お
り
退
社
し
に
く
い
」「
効
率
よ
く
仕

事
を
終
わ
ら
せ
て
も
他
の
人
の
仕
事
を
回
さ

れ
る
」
の
三
項
目
か
ら
構
成
さ
れ
る
特
性
）

が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

反
対
に
、「
過
剰
就
労
」
と
な
り
に
く
い
職

場
の
特
徴
と
し
て
は
、①
業
務
裁
量
性
（「
仕

事
の
手
順
を
自
分
で
き
め
る
こ
と
が
で
き

る
」「
仕
事
の
量
を
自
分
で
決
め
る
こ
と
が
で

き
る
」「
退
社
時
間
を
自
分
で
決
め
る
こ
と
が

で
き
る
」の
三
項
目
か
ら
構
成
さ
れ
る
特
性
）、

②
効
率
的
な
業
務
管
理
（〈
上
司
が
〉
効
率

的
な
業
務
の
運
営
に
心
が
け
て
い
る
」「〈
上

司
が
〉
業
務
量
や
重
要
な
業
務
が
特
定
の
部

下
に
偏
ら
な
い
よ
う
に
配
慮
し
て
い
る
」

「〈
上
司
が
〉
部
門
の
メ
ン
バ
ー
内
で
必
要

な
情
報
を
共
有
す
る
よ
う
工
夫
し
て
い
る
」

「〈
上
司
が
〉メ
ン
バ
ー
間
の
円
滑
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
配
慮
し
て
い
る
」
の
四
項

目
か
ら
構
成
さ
れ
る
特
性
）、
③
生
活
に
対

す
る
上
司
の
配
慮
（〈
上
司
が
〉
部
下
の
〈
仕

事
以
外
の
〉
個
人
的
な
事
情
に
配
慮
し
て
い

る
」「
上
司
自
身
が
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
た
仕
事

の
仕
方
を
し
て
い
る
」「
上
司
自
身
の
生
活

〈
家
庭
役
割
な
ど
を
果
た
す
こ
と
〉
を
大
切

に
し
て
い
る
」
の
三
項
目
か
ら
構
成
さ
れ
る

特
性
）
が
あ
げ
ら
れ
る
。

ま
た
、
Ｗ
Ｌ
Ｂ
が
図
れ
な
い
こ
と
に
よ
る

困
難
（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
コ
ン
フ
リ
ク
ト
）

の
経
験
の
あ
る
者
は
、
男
女
と
も
に
六
〜
七

割
を
占
め
る
（
も
っ
と
も
高
い
有
配
偶
女
性

で
七
四
・
六
％
、
も
っ
と
も
低
い
無
配
偶
男

性
で
六
二
・
七
％
）。
他
方
、
Ｗ
Ｌ
Ｂ
に
「
非

常
に
満
足
し
て
い
る
」「
や
や
満
足
し
て
い

る
」
の
合
計
は
五
三
・
八
％
、
逆
に
満
足
し

て
い
な
い
者
は
四
六
・
二
％
で
、「
Ｗ
Ｌ
Ｂ
満

足
」
が
も
っ
と
も
低
か
っ
た
の
は
無
配
偶
男

性
で
満
足
は
四
五
・
〇
％
だ
っ
た
。

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
コ
ン
フ
リ
ク
ト
を
引

き
起
こ
し
た
要
因
と
し
て
最
も
多
か
っ
た
の

は
、「
仕
事
と
自
分
の
趣
味
・
や
り
た
い
こ
と

と
の
両
立
」（
無
配
偶
女
性
の
七
〇
・
五
％
、

無
配
偶
男
性
の
六
四
・
〇
％
が
選
択
。
有
配

偶
女
性
で
も
四
八
・
八
％
が
選
択
。
四
区
分

す
べ
て
に
お
い
て
第
一
順
位
）。
二
番
目
に

多
い
の
は
、
有
配
偶
男
性
を
除
き
、「
自
分
自

身
の
健
康
問
題
」。
と
く
に
無
配
偶
者
で
健

康
問
題
を
あ
げ
る
も
の
が
多
く
、
無
配
偶
男

性
の
五
五
・
四
％
、
無
配
偶
女
性
の
五
八
・

一
％
が
選
択
。
有
配
偶
男
性
で
二
番
目
に
、

有
配
偶
女
性
で
三
番
目
に
指
摘
さ
れ
た
の
が

「
仕
事
と
子
育
て
と
の
両
立
」。
有
配
偶
・

無
配
偶
に
か
か
わ
ら
ず
比
較
的
多
く
指
摘
さ

れ
て
い
る
の
は
「
仕
事
と
学
習
（
自
己
啓
発

な
ど
）
の
両
立
に
関
し
て
」
で
、
有
配
偶
で

は
男
性
三
八
・
〇
％
、
女
性
三
二
・
三
％
で
、

無
配
偶
で
は
男
性
四
二
・
八
％
、
女
性
四
三
・

八
％
と
四
割
を
超
え
る
。

長
時
間
労
働
と
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
の
実
態

連
合
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
で
あ
る
財
団
法
人

連
合
総
合
生
活
開
発
研
究
所
（
連
合
総
研
）

が
四
月
下
旬
に
発
表
し
た
報
告
書
「
広
が
る

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス―

働
き
が
い

の
あ
る
職
場
を
実
現
す
る
た
め
に
」
か
ら
、

四
半
期
ご
と
に
実
施
し
て
い
る
「
勤
労
者
短

観
」（
勤
労
者
の
仕
事
と
暮
ら
し
に
つ
い
て
の

ア
ン
ケ
ー
ト
）
の
デ
ー
タ
を
用
い
て
分
析
し

た
長
時
間
労
働
と
Ｗ
Ｌ
Ｂ
の
実
態
を
み
る
。

長
時
間
労
働
と
い
う
と
正
社
員
が
中
心
で

あ
る
と
思
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
非
正
社

員
で
あ
っ
て
も
男
性
で
は
約
二
割
が
週
五
〇

時
間
以
上
働
い
て
お
り
、
Ｗ
Ｌ
Ｂ
は
雇
用
形

労
働
時
間
・
働
き
方
と
Ｗ
Ｌ
Ｂ
推
進
に
当
た
っ
て
の
課
題

　
　
　

―

東
大
社
研
と
連
合
総
研
の
調
査
か
ら
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態
に
関
わ
ら
ず
広
く
と
ら
え
る
必
要
が
あ
る

問
題
で
あ
る
と
い
え
る
。

ま
ず
、
労
働
時
間
が
長
く
な
る
と
、
仕
事

と
生
活
が
、
適
度
に
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い

る
と
答
え
る
者
の
割
合
が
減
少
し
て
い
く
と

と
も
に
、
仕
事
の
時
間
を
減
ら
し
た
い
と
考

え
る
も
の
の
割
合
が
急
増
す
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
る
。

長
時
間
労
働
者
の
属
性
に
つ
い
て
み
る
と
、

長
時
間
労
働
者（
週
五
〇
時
間
以
上
働
く
者
）

の
比
率
を
み
る
と
、
男
性
で
は
正
社
員
・
非

正
社
員
の
い
ず
れ
も
有
配
偶
者
が
配
偶
者
の

な
い
人
に
比
べ
て
若
干
高
い
。
女
性
で
は
、

正
社
員
・
非
正
社
員
の
い
ず
れ
も
配
偶
者
の

な
い
人
が
有
配
偶
者
に
比
べ
て
著
し
く
高
い
。

学
歴
別
に
み
る
と
、
長
時
間
労
働
者
は
高
学

歴
者
の
み
な
ら
ず
低
学
歴
者
（
中
学
卒
）
で

も
多
く
、
そ
の
比
率
を
学
歴
別
に
み
る
と
Ｕ

字
型
を
な
す
。
他
に
、
残
業
や
休
日
出
勤
を

し
な
い
と
仕
事
が
終
わ
ら
な
い
職
場
で
は
、

長
時
間
労
働
者
の
比
率
が
高
く
、
年
次
有
給

休
暇
の
取
得
時
期
を
自
分
の
裁
量
で
決
め
ら

れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
比
率
は
逆
に
低
い
。

以
上
の
諸
変
数
に
つ
い
て
は
、
他
の
変
数
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
た
計
量
分
析
に
よ
っ
て
も
、

長
時
間
労
働
者
比
率
に
影
響
を
与
え
て
い
る

こ
と
が
う
か
が
え
る
。

な
お
、
労
働
組
合
の
存
在
は
、
全
雇
用
者

サ
ン
プ
ル
に
よ
る
推
計
で
は
長
時
間
労
働
者

比
率
に
有
意
な
影
響
を
与
え
て
い
な
い
。
し

か
し
、
非
正
社
員
サ
ン
プ
ル
に
よ
る
推
計
結

果
で
は
、
組
合
の
存
在
が
長
時
間
労
働
者
比

率
を
幾
分
引
き
下
げ
る
効
果
を
も
つ
と
い
う

結
果
が
観
察
さ
れ
た
。

Ｗ
Ｌ
Ｂ
関
連
制
度
の
導
入
と
活
用
の
状
況

を
勤
労
者
短
観
に
よ
り
概
観
す
る
と
、
フ

レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
や
短
時
間
勤
務
制
度
な

ど
の
導
入
率
が
高
か
っ
た
。
し
か
し
、
制
度

の
利
用
経
験
や
利
用
希
望
を
み
る
と
、
短
時

間
勤
務
制
度
で
は
低
く
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ

ム
制
な
ど
と
比
べ
て
、
と
く
に
男
性
正
社
員

の
関
心
が
薄
い
こ
と
が
そ
の
一
因
と
な
っ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
と
分
析
し
て
い
る
。

日
米
仏
韓
四
カ
国
の
生
活
時
間
比
較

調
査
か
ら

ま
た
、
連
合
総
研
が
四
月
初
め
に
発
表
し

た
「
生
活
時
間
の
国
際
比
較―

―

日
・
米
・

仏
・
韓
の
カ
ッ
プ
ル
調
査
」
で
も
、
日
本
の

正
社
員
・
男
性
の
長
労
働
時
間
の
実
情
が
浮

か
び
上
が
る
。
こ
の
調
査
は
諸
外
国
の
労
働

者
と
の
比
較
を
つ
う
じ
て
、
日
本
に
お
け
る

生
活
時
間
の
特
徴
と
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
、

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
と
生
活
の
質

の
改
善
と
い
う
視
点
か
ら
の
政
策
的
諸
課
題

の
検
討
を
目
的
に
し
て
い
る
。
日
米
仏
韓
の

各
国
都
市
部
に
居
住
す
る
五
〇
歳
未
満
の
雇

用
労
働
者
で
か
つ
既
婚
者
四
〇
〇
人
（
男
女

二
〇
〇
人
ず
つ
、
離
死
別
を
除
く
、
配
偶
者

と
同
居
）
を
調
査
会
社
の
モ
ニ
タ
ー
か
ら
抽

出
し
、
〇
七
年
一
一
月
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
で
実
施
し
た
。
こ
の
四
カ
国
を
選
択
し
た

理
由
は
、
ア
メ
リ
カ
は
近
年
日
本
よ
り
も
労

働
時
間
が
短
く
な
っ
て
お
り
、
フ
ラ
ン
ス
は

子
育
て
と
仕
事
の
両
立
が
進
ん
で
い
る
と
さ

れ
、
韓
国
は
日
本
以
上
に
長
時
間
労
働
が
行

わ
れ
て
い
る
と
い
う
点
に
あ
る
。
ま
た
今
回

の
調
査
で
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
を
重
視

し
、
男
女
の
カ
ッ
プ
ル
を
対
象
と
し
た
。

そ
の
結
果
、
い
ず
れ
の
国
で
も
、
妻
の
働

き
方
に
よ
っ
て
夫
が
子
育
て
関
連
制
度
の
利

用
を
増
や
す
顕
著
な
傾
向
は
み
ら
れ
な
か
っ

た
。
日
本
と
韓
国
は
、
と
く
に
男
性
の
働
き

方
が
硬
直
的
で
、
制
度
が
あ
っ
て
も
ほ
と
ん

ど
の
夫
が
そ
の
制
度
を
利
用
し
て
い
な
い
た

め
に
、
妻
が
夫
の
状
態
に
合
わ
せ
る
専
業
主

婦
と
い
う
形
態
を
と
る
こ
と
に
な
る
。
あ
る

い
は
妻
が
制
度
を
利
用
し
仕
事
を
継
続
し
な

が
ら
、
他
の
カ
ッ
プ
ル
と
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な

家
族
時
間
を
つ
く
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

家
族
の
時
間
を
多
く
持
て
る
か
ど
う
か
は
、

国
に
よ
る
違
い
が
最
も
大
き
い
。
夕
食
か
ら

家
族
の
時
間
を
類
推
す
る
と
、
フ
ラ
ン
ス
で

は
妻
の
働
き
方
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
カ
ッ

プ
ル
も
家
族
の
時
間
を
つ
く
っ
て
い
る
。
ア

メ
リ
カ
で
は
、
妻
が
専
業
主
婦
に
な
る
こ
と

に
よ
り
家
族
の
時
間
を
他
の
カ
ッ
プ
ル
よ
り

多
く
つ
く
っ
て
い
る
。
韓
国
で
は
夫
の
仕
事

時
間
が
長
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
家
族
の
時

間
を
つ
く
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
日
本
で
は

夫
が
家
族
の
時
間
を
十
分
に
も
て
て
い
な
い
。

圧
倒
的
に
他
国
と
比
べ
る
と
家
族
の
時
間

が
少
な
い
と
思
わ
れ
る
日
本
で
も
、
現
状
維

持
を
望
む
回
答
が
半
数
を
占
め
る
。
た
だ
し
、

妻
が
専
業
主
婦
に
な
ら
な
い
と
他
の
カ
ッ
プ

ル
と
同
じ
程
度
の
家
族
の
時
間
が
確
保
で
き

な
い
専
業
主
婦
と
正
規
雇
用
の
夫
の
カ
ッ
プ

ル
で
は
、
夫
が
家
事
や
育
児
の
時
間
を
増
や

し
た
い
と
す
る
割
合
が
六
割
を
超
え
、
仕
事

の
た
め
の
性
別
役
割
分
業
家
族
は
否
定
さ
れ

る
傾
向
に
あ
る
と
い
え
る
。

調
査
が
明
ら
か
に
し
た
日
本
の
特
徴
の
一

つ
は
、
実
労
働
時
間
に
通
勤
時
間
、「
待
機
時

間
」（
始
業
前
や
終
業
後
に
勤
務
先
で
過
ご
し

て
い
る
時
間
）、
勤
務
先
で
の
休
憩
時
間
を

加
え
た
時
間
が
長
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
、

「
男
性
稼
ぎ
主
」
型
の
社
会
シ
ス
テ
ム
が
加

わ
っ
て
、
夫
の
家
事
時
間
な
ど
が
少
な
く
な

る
が
、
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
く
妻
に
は
二
重
の

負
担
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
点

を
み
る
と
、
日
本
社
会
は
「
ゆ

と
り
が
な
い
」
だ
け
で
な
く
、

「
非
効
率
」
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
に
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
結
果
を
踏
ま
え
て

報
告
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
か

ら
脱
却
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち

企
業
中
心
社
会
＋
男
性
稼
ぎ
主

型
社
会
か
ら
の
脱
却
を
す
る
た

め
に
、
①
労
働
時
間
の
短
縮
②

「
待
機
時
間
」
の
な
い
職
場
環

境
と
良
質
な
就
労
環
境
の
構
築

③
女
性
の
フ
ル
タ
イ
ム
就
業
率

の
増
加
（
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
減

少
）
④
家
事
・
育
児
負
担
の
平

等
度
を
高
め
る
⑤
地
域
に
お
け

る
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

―
―

が
重
要
で
あ
る
と
し
て
い

る
。 

（
調
査
・
解
析
部
）
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日本の夫は1日あたり残業時間が最長（1日あたり・平均）

※雇用者が回答


